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県
立
近
代
美
術
館
の
三
番
目
の
施
設
と
し
て
、
一
色

の
地
に
葉
山
館
が
完
成
、
今
月
十
一
日
に
開
館
し
ま

す
。
緑
の
三
ヶ
岡
山
を
バ
ッ
ク
に
、
海
の
ほ
と
り
に
建

つ
�
白
亜
の
美
術
館
�
は
、
広
い
展
示
室
の
ほ
か
、
図

書
室
、
眺
め
の
良
い
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
備
え
、
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
。
葉
山
に

ま
た
一
つ
、
新
し
い
名
所
が
誕
生
し
ま
し
た
。

海
と
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

海
と
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

一
色
の
地
に
美
術
館
が
誕
生

　
　

一
色
の
地
に
美
術
館
が
誕
生

「も
うひと

つの現代展」で幕開け

10月11日（土）

「も
うひと

つの現代展」で幕開け
「も
うひと

つの現代展」で幕開け

～県立近代美術館　葉山～

　

県
立
近
代
美
術
館
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭

和
二
六
年
に
、
日
本
で
最
初
の
公
立
近
代
美

術
館
と
し
て
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
で
産

声
を
あ
げ
ま
し
た
。
半
世
紀
以
上
の
歴
史
を

持
ち
、
大
変
に
由
緒
あ
る
美
術
館
で
す
。

　

近
現
代
の
優
れ
た
美
術
品
を
広
く
紹
介
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
開
館
以
来
、
主
に
明
治

以
降
の
国
内
外
の
絵
画
や
彫
刻
、
写
真
、
工

芸
品
な
ど
の
収
集
・
研
究
・
展
示
に
努
め
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
総
数
は
九
、
五
〇
〇
点
を

超
え
て
い
ま
す
。

　

収
蔵
品
が
年
々
増
え
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
も

含
め
て
本
館
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
五
九
年
に
は
近
く
に
別
館
を
新
設
。
長

い
間
、
二
館
体
制
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
収
蔵
・
研
究
・
展
示
と
い
っ
た

美
術
館
本
来
の
機
能
を
強
化
す
る
と
同
時

に
、
来
館
者
が
く
つ
ろ
ぎ
、
楽
し
み
な
が
ら

美
術
鑑
賞
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
魅
力
的
で

開
か
れ
た
美
術
館
を
め
ざ
し
て
、
御
用
邸
の

そ
ば
の
一
色
海
岸
に
三
番
目
の
施
設
を
建

設
。
そ
れ
が
葉
山
館
で
す
。

五
二
年
の
歴
史

日
本
初
の
公
立
近
代
美
術
館
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海
と
緑
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
葉
山
館

　

葉
山
館
が
建
つ
の
は
、「
し
お
さ
い
公
園
」

に
隣
接
す
る
旧
高
松
宮
別
邸
の
跡
地
。
海
に

面
し
、
か
す
か
に
潮
の
香
り
が
漂
い
ま
す
。

振
り
仰
げ
ば
三
ヶ
岡
山
の
緑
が
目
に
鮮
や

か
。
立
地
条
件
は
抜
群
、
ま
さ
に
景
勝
の
中

の
美
術
館
で
す
。

　

建
物
は
地
上
二
階
、
地
下
二
階
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
。白
亜
の
外
観
が
海
の
青
、

山
の
緑
に
映
え
て
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

　

館
内
に
は
、
様
々
な
規
模
の
展
覧
会
に
対

応
で
き
る
よ
う
作
ら
れ
た
大
小
四
つ
の
展
示

室
を
は
じ
め
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
図

書
室
、
講
堂
、
そ
れ
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

広
い
展
示
室

自
然
光
も
た
っ
ぷ
り
と

　

特
に
展
示
室
は
広
々
と
し
て
お
り
、
四
つ

の
室
内
の
総
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
約
一
、
三
〇

〇
平
方
㍍ 
。
こ
れ
は
鎌
倉
館
、
鎌
倉
別
館
の

展
示
室
を
す
べ
て
合
わ
せ
た
広
さ
に
ほ
ぼ
匹

敵
し
ま
す
。

　

明
る
い
太
陽
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
湘
南
の
特
性

を
生
か
し
、
光
環
境
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の

も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
は
、
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
や
天
窓
か

ら
自
然
光
が
さ
ん
さ
ん
と
差
し
込
み
、
や
わ

ら
か
で
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
か
も
し
出

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
展
示
室
で
も
、
天
井
に
設
置
し
た
自

動
開
閉
式
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
自
在
に
自
然
光

を
採
り
入
れ
、
人
工
照
明
と
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
状
態
で
美
術
鑑
賞
が

楽
し
め
る
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
し
い
景
色
の
中
で
の

食
事
や
買
い
物

　

葉
山
館
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
鎌
倉
館
、
鎌
倉
別
館

に
は
な
か
っ
た
施
設
も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
屋
内
・
テ
ラ
ス
を
含
め

て
テ
ー
ブ
ル
が
四
〇
席
ほ
ど
。
規
模
は
小
さ

い
も
の
の
、
目
の
前
に
青
い
海
が
広
が
り
、

眺
め
は
抜
群
で
す
。
お
い
し
い
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
一
休
み
。
格
別

の
く
つ
ろ
ぎ
の
場
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
開
催

中
の
展
覧
会
の
図
録
や
絵
葉
書
な
ど
の
ほ

か
、
県
立
近
代
美
術
館
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
い
ろ
い
ろ
と
開
発
し
て
、
販

売
し
ま
す
。

�矢萩喜従郎

特　

集

�矢萩喜従郎

�矢萩喜従郎

自然光もたっぷりと

広い展示室

エントランスホール

海を見ながらお食事も海を見ながらお食事も
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三
ヶ
岡
山
を
仰
ぐ
中
庭

庭
園
に
建
つ
あ
ず
ま
や

　

館
内
か
ら
一
歩
外
に
出
る
と
、
美
し
い
中

庭
が
あ
り
ま
す
。
庭
の
中
央
部
は
、
芝
を
敷

き
詰
め
た
円
形
の
広
場
。
そ
こ
に
立
つ
と
、

す
ぐ
目
の
前
に
青
々
と
し
た
三
ヶ
岡
山
が
望

め
ま
す
。

　

中
庭
か
ら
海
辺
の
方
へ
木
製
の
階
段
を
降

り
て
行
く
と
、
庭
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

庭
の
中
ほ
ど
に
、
昔
を
偲
ば
せ
る
あ
ず
ま
や

が
一
つ
。
そ
の
姿
が
眼
前
の
海
と
調
和
し

て
、
何
と
も
言
え
な
い
風
情
が
あ
り
ま
す
。

大
半
の
ス
ペ
ー
ス
が

入
場
料
が
か
か
り
ま
せ
ん

　

美
術
鑑
賞
だ
け
に
限
ら
ず
、
だ
れ
も
が
自

由
に
入
れ
る「
開
か
れ
た
美
術
館
」。
そ
れ
も

葉
山
館
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
図

書
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ

ッ
プ
、
さ
ら
に
中
庭
、
庭
園
な
ど
、
展
示
室

を
除
く
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
が
、
入
場
料
な
し

で
入
れ
る
�
フ
リ
ー
・
ゾ
ー
ン
�
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
に
も

安
心
し
て
入
場
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
利

用
施
設
の
大
半
を
一
階
部
分
に
集
中
。
さ
ら

に
、
段
差
の
解
消
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配

慮
し
た
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
も
う
ひ
と
つ
の
現
代
展
」で

幕
開
け

　

葉
山
館
の
開
館
は
、�
芸
術
の
秋
�
た
け
な

わ
の
十
月
十
一
日
。
開
館
を
記
念
し
た
企
画

展
「
も
う
ひ
と
つ
の
現
代
展
」
で
幕
を
開
け

ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
所
蔵
作
品
の
中
か
ら
、

山
口
蓬
春
や
棟
方
志
功
な
ど
日
本
の
近
現
代

を
代
表
す
る
作
家
た
ち
の
作
品
約
一
七
〇
点

を
厳
選
し
て
展
示
。
葉
山
館
の
門
出
を
飾
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
鎌
倉
館
を
主
に
常
設
展
示

場
と
し
、
葉
山
館
で
は
企
画
展
を
中
心
に
し

た
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
作
品
な
ど
の
移
転
作
業
の
た
め
休

館
中
だ
っ
た
鎌
倉
館
・
鎌
倉
別
館
は
、
そ
れ

ぞ
れ
十
一
月
十
五
日（
土
）か
ら
展
覧
会
が
開

か
れ
る
予
定
で
す
。
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県立近代美術館　葉山へは…
●公共交通機関利用の場合
　JR横須賀線逗子駅前（３番のりば）または京浜急行新逗子駅前（南口２番のり
ば）から京急バス「海岸廻り葉山」行きで「三ヶ丘」下車（所要時間約２０分）

●横浜横須賀道路利用の場合
　逗子インターチェンジから逗葉新道経由で約７．６㌔
　横須賀インターチェンジから県道２７号横須賀葉山線経由で約７．２㌔
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